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❶ 期末・勤勉手当
区分 6月期 12月期 計

期末手当 1.225月分 1.375月分 2.6月分
勤勉手当 0.675月分 0.675月分 1.35月分

区分 最高限度 勤続20年 勤続25年 勤続35年
自己都合 55.86月分 23.03月分 32.83月分 46.55月分
勧奨・定年 55.86月分 28.7875月分 38.955月分 55.86月分

扶養手当
 配偶者 13,000円

 配偶者以外 6,500円

 ただし配偶者がない場合 1人目 11,000円

住居手当
 借家の場合の支給限度額 27,000円

 持ち家の場合の支給額（新築から5 年） 2,500円

通勤手当
 2km 以上 5km 未満 2,000円

 5km 以上10km 未満 4,100円

❷ 退職手当

❸ その他（扶養手当・住居手当・通勤手当）

5 職員手当の状況

㊟ 退職手当は４月１日現在の給料月額及び支給率に基づき１期（４年＝48月）勤めた
　 場合における退職手当見込額。

区分 給料月額 退職手当 区分 報酬月額
町長 770,000円 15,708,000円 議長 330,000円

副町長 611,000円 17,332,000円 副議長 285,000円

教育長 531,000円 15,352,480円 議員 263,000円

期末手当 6月期 1.225月分／12月期 1.375月分（計 2.6月分）

6 特別職の給料・報酬等の状況（平成25年 4月1日現在）

区分
職員数 対前年

増減数平成24年 平成25年

福祉関係をの
ぞく一般行政

部門

議会 3 3 0
総務 58 59 1
税務 15 15 0
労働 0 0 0
農水 6 6 0
商工 2 2 0
土木 28 26 ▲2
小計 112 111 ▲1

福祉関係
部門

民生 67 63 ▲4
衛生 9 8 ▲1
小計 76 71 ▲5

一般行政部門計 188 182 ▲6

特別行政部門
教育 35 33 ▲2
小計 35 33 ▲2

公営企業等
会計部門

病院 26 25 ▲1
水道 9 8 ▲1

その他 19 21 2
小計 54 54 0

合計
［  ］内は条例定数の合計

277
［362］

269
［362］ ▲8

7 部門別職員数の状況（各年4月1日現在で一般職に属する人数）

㊟ 職員手当には退職手当を含まない。職員数は、平成24年４月１日現在の地方公
　 務員給与実態調査による普通会計に属する人数。

住民基本
台帳人口 歳出額（A）実質収支 人件費（B）人件費率

（B／A）
前年度の
人件費率

24,593人
（25年3月末）

149億
3,570万円

10億
1,044万円

22億
2,964万円

14.9% 15.8%

職員数
（A）

給 与 費
計（B）

一人当たりの
給与費（B／A）給料 職員手当 期末勤勉手当

222人
8億

6,732万円
9,215万円

3億
1,635万円

12 億
7,582万円

575万円

❶ 人件費の状況

❷ 職員給与費の状況

1 総括（普通会計決算）平成24年度

㊟ 職種区分が一般行政職に該当し、福智町の給与条例に基づく給料表の級区分によ
　る職員数。「標準的な職務内容」とは、それぞれの級に該当する代表的な職務。

区分 1 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級 計

標準的な
職務内容 主事 主事 主査

主任主事
係長
主査

課長
主幹 課長 －

職員数（人） 14 16 60 51 10 16 167
構成比（％） 8.4 9.6 35.9 30.5 6.0 9.6 100

2 一般行政職の級別職員数の状況（平成25年 4月1日現在）

区分
一般行政職 技能労務職

大学卒 短大卒 高校卒 高校卒
初任給 172,200円 152,800円 140,100円 137,200円

2年経過時 185,800円 166,900円 149,800円 146,700円

3 職員の初任給の状況

一般行政職（平成25年4月1日現在） 技能労務職（平成25年4月1日現在）

平均
年齢

平均給料
月額

平均給与
月額（手当含む）

平均
年齢

平均給料
月額

平均給与
月額（手当含む）

44.0歳 322,962円 360,215円 49.5歳 309,471円 327,157円

4 職員の平均年齢、平均給料・給与等の状況

町職員や特別職の給与・職員数状況など、総務省の
地方公務員給与公表通知に基づきお知らせします。

町職員の
給与公表
問役場総務課人事係　22-0555

福智町職員の給与実態をお知らせします
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昔の写真を探しています！
問 総務課広報・広聴係
　 ☎22-0555

昭和22年、小学校６年・中学
校３年の新学制の施行によっ
て発足した赤池中。２年後に４
棟の校舎が建てられ、教室の
増築を繰り返しながら、昭和26
年に木造校舎が完成しました。

赤池中の旧木造校舎
提供者●不明
撮影日●昭和20年代後半
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▶新成人の皆さん、本当にお
めでとうございます。晴れの
舞台に臨む皆さんの横顔は、
若いパワーに満ちあふれ、と
ても頼もしく見えました。ぜひ
そのパワーで地元や日本の活
性化に一役買ってほしいと思
います。ただ、式典中に一部
の人の私語が目立ち、祝辞を
述べる人や聞いている人への
配慮を欠いていたことは、少
し残念に思いました。（久原）

▶上野小の芸術鑑賞会（P21）
で、初めて古典芸能を拝見
しました。独特の言い回しや
動きに、まるで異世界へ迷い
込んだかのような錯覚を覚え、
シャッターを切るのも忘れて見
入ってしまいました。テレビな
どで何でも見れる現代です
が、生での鑑賞はまた格別。
子どもたちの感性に響くこの
ような機会が、もっと増えてほ
しいと願っています。（相原）


